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令和４・５年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別紙

のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよう

お願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通企画課
    　　　　　      TEL：052-952-8006



評価対象事業 地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和６年３月２１日付け中運交企第１９１号通知

自治体・協議会名 鯖江市地域公共交通活性化協議会

二次評価結果

　評価できる取組

・SNSの活用やバス車内の掲示スペースをギャラリースペースとして活用するなど、バスに親しみを感じてもらえる
ような情報発信やバスに乗ってもらうきっかけ作りに取り組んだことについて評価します。
・昨年度実施されたコミュニティバスの再編（循環線のパターンダイヤ化や各地区路線との接続向上）が、利用者
に浸透し、利用者数の増加につながっていることについて評価します。

　期待する取組

・情報発信や利用促進については、活動回数だけでなく、参加者数などどのくらいの方々に伝わっているかを把
握されるよう期待します。
・日頃コミュニティバスを利用されていない方々に対しては、このバスはどういうバスで、乗り継ぐといろいろなところ
に行けるといった基本的な情報をまとめたチラシによる周知など、分かりやすく伝えていくことを期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統のうち、輸送量が低迷している系統（特に鯖浦線、福浦線）について、引き続
き、現状や問題意識を県・関係市町・関係事業者と共有するとともに、当該系統の必要性に応じ、利用促進や系
統維持に向け、県や関係者と連携して取組を実施されるよう期待します。


